
 ２年生は２月５日(水)～７日(金)の日程で､京都･奈良･大阪へ

の修学旅行に行ってきました。｢旅行｣は｢三連の旅｣とも言われ､

事前の旅､本番の旅､事後の旅からなり､極めて目的的な性格が

あります。事前の旅とは､憧れと期待を持つこと､本番の旅とは､

旅に専念すること､事後の旅とは、追憶と生活の活性化のことです。この旅行を通して､学習を深め､よりよい人

間関係を築くこともできました。 

 １日目は、新幹線で新大阪に到着後､まず奈良の薬師寺に行きました。薬師寺は６８０年に天武天皇により発願さ

れた｢法相宗｣の大本山で､７１０年の平城遷都に伴い現在地に移された歴史ある寺で

す。薬師寺の国宝である｢薬師三尊像｣や｢東塔｣などを見学する前に､僧侶の方から薬師

寺にまつわる様々 なお話を楽しく聴かせていただきました。｢全てのことは周りの方と

のご縁により存在するので､日々 感謝の心を持って､心身を健康に生活してほしい｣と語

られました。次に向かったのは天平文化の象徴といってもよい東大寺です。奈良時代の７４３年に聖武天皇の発願に

より創建されました。｢盧舎那仏｣とういう大仏が安置されている世界最大の木造建築である大仏殿の迫力に圧倒され､

当時の技術力の高さに大いに感銘を受けました。 

 ２日目は、京都市内の班別研修でした。班ごとに渡された携帯電話をもって､バスや電

車を乗り継いで見学地へ向かうといった研修でした。京都の歴史や文化に触れながらの学

習は､子どもたちに今と古の時をつなぎ､同時に､班の仲間との絆をつなぐ貴重な体験とな

りました。また､夜は｢舞妓さんふれあい体験｣をしました。舞妓さんの舞に陶酔した子ども

たちは、舞妓さんの舞の稽古が一日何時間にも及ぶことや携帯･スマホは持てないことな

ど自分たちの生活とはかけ離れた話に聞き入り､楽しい交流のひとときを過ごすことができました。 

３日目は、お世話になったホテルの方々 に見送られながら広島平和公園に向かいました。広島平和公園では、原爆

の子の像の前で平和集会をしました。｢平和の誓い｣を読み上げて千羽鶴を捧げ､全員で黙とうしました。その後､戦争

で亡くなった多くの人々 への鎮魂と平和を守っていく決意を込めて､｢大地讃頌｣を合唱しました。暖かな日差しの中､

子どもたちの声が響き渡り､一般の観光客の方々 もしばし足を止めて聞き入っておられ

ました。生徒たちの思いは､何十万もの犠牲者の方たちにきっと届いたはずです。 

待ち望んでいた学校行事も､もはや過去の出来事になりました。お土産と共に楽し

い思い出をたくさん持ち帰ってきてくれたようで嬉しく思います。しかし､｢修学｣と

ある以上､学習の機会として今一度捉え直してみてほしいのです。そこで何に出会い､何を学んだのか､初めて

触れるものに対する記憶は鮮やかです。同時に､｢非日常｣の中で得られた知識や体験は､貴重なものとして皆さ

んの中にいつまでも残っていくことになるでしょう。この修学旅行での学びを大きな糧として､｢事後の旅｣の

充実､つまり残り少ない２年生の生活を充実させ､来年度からは率先垂範する最上級生としての自覚と責

任､行動に大いに期待しています。 


